
・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・四つのテスト斉唱　平沼（庸）職業奉仕委員

・ビジター（所沢西）髙橋和男様

　　　　　（入間南）大河内隆敞（りゅうしょう）様

　　　　　（所沢東）新倉良之様

・卓　話　神谷一彦様

◎（所沢西ＲＣ）髙橋和男様ご挨拶

　ガバナー補佐として最後

にＭＵ出席させて頂きまし

た。力のない私がどれだけ

お役に立てたか甚だ疑問で

はございますが、皆様にお

支え頂いて何とか１年間務

め上げることができまし

た。同様のご支援を大河内

エレクトにも賜れれば大変

有難いと思います。次年度

はグループが東西に分かれ

ますが、長年培った第３グ

ループの一体感を大切に、

たまには東西で交流を図っ

てクラブ活性化と魅力ある

強いクラブづくりに繋げて

頂ければ幸いです。１年間

有難うございました。

◎（入間南ＲＣ）大河内隆敞様ご挨拶

　年齢は６８歳です。１年間お世話になりま

す。どうぞよろしくお願い致します。

【会長報告】

　神谷先生、第３グループの髙橋ガバナー補

佐、次年度ガバナー補佐の大河内様、所沢東ＲＣ

の新倉様、お越し頂き有難うございます。

　今月のＲＩレートは１ドル１６０円です。先月

２８日、鳥居委員長、幹事と私で市の環境学習教

育に対する寄付の贈呈式に行って参りました。

５月１０日、行田さくらＲＣ創立５０周年記念式典は

地区大会並みの素晴らしい式典で驚きました。

　１６・１７日は総勢５４名で大型バス、マイクロ

バスの２台で楽しい熱海への親睦旅行を実施し

ます。多くのご参加を有難うございます。親睦

活動委員会の皆様にはお世話になりますがどう

ぞよろしくお願い致します。

【幹事報告】

　本日理事会で２名の方の入会が承認、皆様に

ご通知しました。異議のある方は理由を明記し

た書面を７日以内に会長にご提出ください。

　５～１０月はクールビズ期間です。５月はノー

ネクタイ、ジャケット着用。６～９月はノーネク

タイ、ノージャケット。１０月はノーネクタイ、

ジャケット着用。ＭＵ等、他のクラブを訪問する

際はネクタイ、ジャケット着用でお願いします。

「青森県東方沖地震」への支援金として当クラ

ブから３万円を送金します。

　クラブ協議会の日程（６月１７日、２４日）を本日

対象者に配付。役員委員長反省会兼慰労会・親睦

活動委員感謝会を６月２４日に開催。対象者に

本日案内を配付。ご出席を是非お願いします。

　地区大会の報告書をお持ちでない方はお帰り

の際にお持ち帰り頂きたいと思います。

　次回例会は６月３日。役員理事の方は今年度

最後の第１３回理事会にご出席をお願いします。

【委員会報告】

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　伊澤君

　次年度第１回役員理事会開催のお知らせを本

日配付しました。ご確認をお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　　矢島（高）君

　６月３日（水）１８時より「蓬莱」にて入会３年未

満の会員９名との炉辺会談を開催します。時間

等の確認よろしくお願いします。配付資料は当

日までに全て目を通して頂き、質問等ありまし

たら当日承ります。よろしくお願い致します。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　　鈴木（勝）君

　１６・１７日「親睦家族旅行」は７時２０分に飯能

駅南口集合です。予報では良い天気で２３～２５

℃位。楽しい旅行になればと思います。

◎環境保全委員会　　　　　　　　　　鳥居君

　４月２８日、会長幹事と私で飯能市役所での寄

付金贈呈式に出席して参りました。環境学習に

役立てて頂くということで１０万円を新井市長

にお渡ししました。今年は小学校の環境学習用

品の購入に充てられるとのこと。今年は「飯能

新緑ツーデーマーチ」が中止となりましたので

当委員会としての事業は以上の報告を以って終

了となります。１年間有難うございました。

◎飯能ＲＣグリーン会　　　　　　　小谷野君

　幹事の小谷野です。当会のゴルフコンペのご

案内を配付しました。６月２８日（日）飯能グリーン

ＣＣ。懇親会「旬彩香」。６月１０日（水）までの申し込

みですが早目のご回答をお願いします。

【出席報告】無届欠席０　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

５／１（行田さくら）中里（忠）君

【ロータリーの友】　　　　　 吉田（茂）雑誌委員

５月号、横組Ｐ１６「日本初！ロータリー国際

共同委員会（ＩＣＣ）誕生」日本では初めてですが

ＲＩではすでに確立された仕組みだそうです。

Ｐ２２「坂口ガバナーを偲んで」。Ｐ３７、２０２７年

ＲＩ国際大会の開催地がバルセロナに変更。日

程は２７年６月２６～３０日です。縦組Ｐ２、

「忠犬ハチ公」の飼い主は農業土木学の創始者・

上野英三郎博士です。ご一読されるとよろしい

かと思います。

【結婚・誕生日祝】　　　　 小﨑親睦活動委員

◎入会記念日おめでとう

　吉田（武）君、服部君

◎結婚記念日おめでとう

　福島君、加藤君、町田君、大崎君、森田君

◎会員誕生日おめでとう

　吉野君、吉田（行）君、服部君、鈴木（勝）君

◎夫人誕生日おめでとう

　大津夫人、望月夫人、土屋夫人、沢辺夫人、

　井上夫人、吉田（行）夫人

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ＭＵ初めてさせて頂きました。よろしくお願

　い致します。（所沢東）副会長　新倉良之様

・神谷先生、本日は卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　　　　　　川口君、服部君

・会員誕生日：沢辺君、吉田（行）君、服部君、

　鈴木（勝）君、吉野君

・夫人誕生日：沢辺君、吉田（行）君、土屋君、

　井上君、望月君

・入会記念日：服部君

・髙橋様、大河内様、新倉様、ようこそ。　服部君

・結婚記念日：大﨑君、福島君、加藤君、森田君

　町田君

・無断欠席、失礼しました。　　　　　前島君

本日計７７，０００円、累計額１，０１３，４４６円。

◎３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

※ビジターの会員の皆さん退出

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　川口青少年奉仕委員長

　地理歴史科教員として３０年、所沢高校に赴

任されて１０年目。渉外ではＰＴＡ活動や同窓会

を担当。部活動は「インターアクト同好会」のほ

か「陸上部」を担当されています。「自主自立・十人

十色」をモットーに、自由な校風の所沢高校で高

校生が自由に活動できる場としてインターアク

ト同好会を立ち上げ、今年度の新入生で９代目

となるそうです。スポンサークラブ（提唱クラブ）

の所沢東ＲＣの活動のお手伝いだけでなく、地

域からの要請を受けた活動、生徒自らが立ち上

げた活動なども行っているということです。

　今回、川口さんからイ

ンターアクト同好会の活

動についてお話頂けない

かとのことでしたので喜

んで引き受けさせて頂き

ました。高校では「同好

会」と呼んでいますが外

では「インターアクトク

ラブ」になるわけです。

　簡単に自己紹介します。所沢に住んで２５年

位、元々は越谷市出身です。子どもの頃はよく飯

能に釣りをしに来ていました。越谷の方は田ん

ぼとか雑木林ばかりで、清流みたいなものが無

かったので、昔から飯能には憧れがありました。

所沢高校の前は川越西高校に１３年居たのです

が、所沢から飯能を経由して電車で通ったりも

しておりました。

　私の教育理念は「自分の人生を主体的に生き

る生徒」ということで、それは変わらずにずっ

ともっています。自分で考えて自分で決断して

自分で行動する。そういう生徒を育てなければ

とずっと思ってきて、今、所沢高校で校風が私

の考えと合っていることもあり、すごく楽しく

やらせて頂いております。

　川越西高校に居た時に東日本大震災があって

「ボランティアに行きたい」という生徒が居たの

です。女子生徒でした。「何でオレに言うの？」と

いう感じでしたが結局行くことになり、２０１１

年６月、南三陸町の歌津地区に一番最初に行き

ました。それから何度も行くことになり、これは

７月、そして２０１３年と、毎年のように、あるい

は毎年何回も行っていました。

『うたごころ』という、高校生が主人公のドキュ

メンタリー映画があるのですが、川越西高校の

そばに住んでいらっしゃる方で南三陸や気仙沼

にボランティアに行かれていた方が、その映画

の上映会を川越でやりたいとのことでＲＣに相

談されて、高校生の映画だったので高校生も絡

めたいというので高校にも話が来たのです。川

越中央ＲＣの夜間の例会か何かに招かれてご馳

走になり、夜もバーに連れて行って頂いて飲め

飲めということで、「すごいところに来ちゃった

な」という感じでした。

　今後も是非地域と繋がって高校生もやろうよ

と言われたのですが、私の転勤がそろそろとい

う時期でもあったので、来年居ないと申し訳な

いなと思ってあまり積極的にできなかったので

す。ただ、川越西高校の生徒は美容師や看護師、

保育士とかになる子が多くて、地元に残ってい

るのですね。学校は東京に行ったりするのです

が川越に戻って来ていて、同窓会をやると３０

人位集まって、皆近くに居る感じでした。

　気づいたのは、地域を支えているのは実はそ

ういう高校生だったりして、これは早いうちに

魅力ある大人と繋げた方がその子達のためにも

なるなというふうに思いました。

　川越からいつ異動するか分からなかったので

踏み出せなかったのですが、次の年に転勤して

今の所沢高校に赴任したというわけです。

　そこにちょうど卒業生のロータリアンの方が

来て、「インターアクトクラブ創らない？」とい

うので、「そんなのあるんですか？」というとこ

ろから始まりました。

　インターアクトクラブの認証状伝達式の写真

です。真ん中の女生徒が初代会長の中島さん。

男子のラグビー大会か何かを見ている時、応援

しながらたまたま「こんな話が来てるんだけ

ど」と話すと「そういうのやりたいです」という

返事で、「何やりたいの」と言ったら「炊き出しを

やりたい」ということでした。

　当時川越ＲＣの坂口さんです。昨年急逝され

ましたが、とてもお世話になりました。青少年の

担当だったのだろうと思いますが川越に行って

お話を伺いました。川越プリンスホテルの上の

階に高校生を連れて行き、ラウンジでコーヒー、

ケーキをご馳走になって、「君達みたいな子に是

非やってもらいたい」と背中を押して頂きました。

初代の中島会長が奮闘して、認証を受け、スター

トしたわけです。「やりたいことやっていいよ」

と言ったら、初年度は「おすもうさんとゴミ拾い

してきました」とか、川越の老人ホームだった

と思いますが「自分達でお願いに行ってクリス

マスパーティのお手伝いをしてきました」とか

すごいパワーのある子達でした。

　少し堅い話ですが、「何かしたい」という思いが

特に所沢高校の生徒にはありまして、それを実

際に行動に移せる場所があったらいいなと私は

思っていました。ＲＣからは青少年の育成とい

うことでお話がありましたし、それがミッショ

ンの一つでもあるとのことで、経済的・人的な支

援も頂けるというので、これはすごく可能性が

あるのではないかと私自身は思っていました。

でも一番大事だったのは「生徒のやる気」だっ

たのですが、その生徒がやりたいということで

スタートできました。

　具体的にやっていることは、まずは今月２４日

にも所沢であるのですが柳瀬川の清掃活動です。

卒業生でロータリアンの方が会長をされている

会（「柳瀬川をきれいにする会」）がありまして、

「こんなのあるから来ないか」と誘われました。

宮崎駿さんが始めた活動なのですが、もう３０年

続いていて、参加させて頂くと川にザブザブ入る

のです。そうするとやはり楽しいので毎年１０人

程の生徒が参加して続いています。

 あとは、所沢ですので「トトロの森」の保全活動。

下草刈りなどをずっとやっていたのですが実は

最近やっていないです。ちょっとなかなかハー

ドで、楽しさがないと続かないなと思っていま

す。でも、田んぼの活動等はやっております。

　あとは、地域の、これもロータリアンの皆さん

のお手伝いという形ですが、「ところざわまつり」

での綿菓子販売。これも楽しいので続いています。

子ども達と触れ合うのは高校生は本当に上手で

すし、子ども達にとってもいいということで続

いています。

　フードドライブは所沢高校の卒業生の方から

お話を頂きました。「やる？」と聞いたら「やりま

す」と言うのでお手伝いに行ったりしています。

　今、拡がっているのは児童館です。児童館や学

童の支援に若い力が欲しいというので、もう私

の手を全然離れてやっています。元々私は手を

掛けていないのですが、生徒達が話を頂いて自

分達で行っています。児童館の方々に聞くと高

校生が自分達で企画してどんどんやってもらっ

た方がいいということで、そういう形になって

います。言われたことをやるのではなくて自分

達で主体的にやっているようです。

　能登に行ってきました。地震と豪雨があって

その直後、２０２４年１１月１４日「県民の日」に、イ

ンターアクトの子を中心にほかの子も入ってい

たり、地域の方や卒業生ＯＢにも声を掛けて、

団長になってもらったりして行ってきました。

ＲＣの方には一番はお金を出してもらいました。

子ども達が募金ＢＯＸを持って例会に行き、

「こういうことで行ってきますので是非カンパ

をお願いします」と言うと皆さん入れてくださ

るのですね。そういった形で支援して頂く。

「こういうプロジェクトがやりたい」というので

あれば自分達がプレゼンしてＲＣがその場を与

えてくださるので、そこで話が進んでいくとい

うような感じで、とても素晴らしい教育効果を

生んでいるなと思っています。

　これはまさにＲＣの方達のお力を得ながら能

登の仮設住宅に去年の夏に行った時の動画で

す。奥に武藤さんというロータリアンの方がい

らっしゃるのですが、ＲＣの方も一緒でした。や

はり大人がついているのが学校としてはすごく

有難いです。僕だけで行くわけにもいきません

し、学校として行くとなると校長からストップ

がかかりますので、「ＲＣの皆さんが行くという

ので生徒達も行くらしいです。僕もちょっとつ

いて行きます」と、そんな感じで活動させて頂い

ています。

　でも、高校生にとっては成長の場でもあり、楽

しいですし、能登の方も若い人が来てくれると

いうだけで本当に喜んでくれました。仮設住宅

の方々に公民館に集まってもらって、高校生と

ただ単に雑談するという活動もしました。これ

が生徒達にとってはたまらなく楽しいみたいで

そういうことを面白がる大人の方々と出会える

ことが何よりも教育的な効果があるなと思って

います。

　私のことになりますが、最初、生徒を地域に出

すことにはちょっとためらいがなかったと言え

ば嘘になります。今、バス事故とかニュースに

なっていますが、「何かあったらどうするんだ」

「誰が責任を取るんだ」「だからダメだ」という方

向になっていて、やりたい活動をやれるチャン

スなのにやれない感じでしたので、「責任取りま

す。辞めます」と言いました。僕が辞めたところ

で責任は取れないのですが、でもそのつもりで

やったところ何も起こらないのです。地域の

方々からは本当に喜ばれ感謝される。そして、

「是非次も来て」とか、あるいは口づてで「ここ

もやってよ」という形で、今、非常にいろんな

活動が拡がっています。

　高校生の力を必要とする地域の方というのは

たくさん居るんだなというのは分かったのです

が、高校、中学校もそうですけど、学校って敷

居が高いのです。学校の先生も外に出ていかな

いので、何かもったいないなというふうに思っ

ています。

　教育のため、若者のためにひと肌脱ぐよ、とい

う方がこんなにいっぱいいらっしゃるのです。

たぶんここにいらっしゃる皆さんもそうなのだ

と思うのですが、そのことに改めて私も気づか

されました。

　あとはフラットなマインドですね。「高校生だ

から〇〇」というのではなく、フラットに接して

くれる方がたくさんいらっしゃる。

　あとは、窓口になる教員と、外で繋ぐ方が居れ

ば、これはそんなに難しいことではないのでは

ないかと考えております。地域社会としては、

若者が居るというだけでたぶん価値があるんだ

ろうなと思います。活気が出ますし。

　高校生としては、教室の中では学べない、生き

た経験が得られるということと、ロータリアン

の方々って経営されている方が多いかなと思っ

ていますが、そういう方達と出会う機会って高

校生はほとんど無いんですね。大学や大学院も

同様で、社会人になった時に初めて「会社とは」

「経営とは」というふうになりがちで、もっと早

くに知っていればということはたくさんあるな

と感じています。ロールモデルとしてお手本に

なる皆さんと出会えるということ。そして、自

分が何かやりたいなと思った時にそれをやって

みる、チャレンジできる場としてインターアク

トクラブというのはあるのではないか、価値が

あるのではないかと思っております。

　最後になりますが、「総合的な探究の時間」と

いうのがありまして、正式に２０２２年から高校

に導入され、いろんなことを体験して、経験の中

で学ぼうという学習がスタートしています。学

校現場で困っているのは、働き方改革とかいろ

いろあるのですが、外にツテが無いことなので

すね。外にどんどん出したい、経験させたいと

いうニーズはあるのですが、繋ぐ人があまり居

ない、繋ぐきっかけが無いというのがあるので

す。高校生は外に出るといろんな面で成長しま

すので、そういう場をつくって頂けると有難い

のかなというふうに思っています。

　たまたま今、飯能高校には知り合いの先生が

すごく多いのですが、飯能高校には「探究部」と

いうのがあります。これが発展して、「インター

アクトクラブと同じじゃないか」と思ったので

すが、顧問の先生が所沢高校の卒業生で、今も

いらっしゃると思います。

　最初は私達もそうでしたが、ＲＣがやってい

るイベントに「お手伝いに行く」というのが一番

いいのかなと思います。そこで皆さんと接点が

できると進んでいけると思います。顔を合わせ

て直接お会いしないと分からないというのはあ

ります。私もこういうところにいろいろ出させ

て頂いて、いろんな皆様とお会いできたことで

自分の人生の幅が広がったなと実感していま

す。是非そういう機会を提供して頂けると飯能

の高校生にとっても未来がすごく開けるのでは

ないかなというふうに思っております。

桜の中央公園と天覧山 photo by  Hiroyuki Maejima
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・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・四つのテスト斉唱　平沼（庸）職業奉仕委員

・ビジター（所沢西）髙橋和男様

　　　　　（入間南）大河内隆敞（りゅうしょう）様

　　　　　（所沢東）新倉良之様

・卓　話　神谷一彦様

◎（所沢西ＲＣ）髙橋和男様ご挨拶

　ガバナー補佐として最後

にＭＵ出席させて頂きまし

た。力のない私がどれだけ

お役に立てたか甚だ疑問で

はございますが、皆様にお

支え頂いて何とか１年間務

め上げることができまし

た。同様のご支援を大河内

エレクトにも賜れれば大変

有難いと思います。次年度

はグループが東西に分かれ

ますが、長年培った第３グ

ループの一体感を大切に、

たまには東西で交流を図っ

てクラブ活性化と魅力ある

強いクラブづくりに繋げて

頂ければ幸いです。１年間

有難うございました。

◎（入間南ＲＣ）大河内隆敞様ご挨拶

　年齢は６８歳です。１年間お世話になりま

す。どうぞよろしくお願い致します。

【会長報告】

　神谷先生、第３グループの髙橋ガバナー補

佐、次年度ガバナー補佐の大河内様、所沢東ＲＣ

の新倉様、お越し頂き有難うございます。

　今月のＲＩレートは１ドル１６０円です。先月

２８日、鳥居委員長、幹事と私で市の環境学習教

育に対する寄付の贈呈式に行って参りました。

５月１０日、行田さくらＲＣ創立５０周年記念式典は

地区大会並みの素晴らしい式典で驚きました。

　１６・１７日は総勢５４名で大型バス、マイクロ

バスの２台で楽しい熱海への親睦旅行を実施し

ます。多くのご参加を有難うございます。親睦

活動委員会の皆様にはお世話になりますがどう

ぞよろしくお願い致します。

【幹事報告】

　本日理事会で２名の方の入会が承認、皆様に

ご通知しました。異議のある方は理由を明記し

た書面を７日以内に会長にご提出ください。

　５～１０月はクールビズ期間です。５月はノー

ネクタイ、ジャケット着用。６～９月はノーネク

タイ、ノージャケット。１０月はノーネクタイ、

ジャケット着用。ＭＵ等、他のクラブを訪問する

際はネクタイ、ジャケット着用でお願いします。

「青森県東方沖地震」への支援金として当クラ

ブから３万円を送金します。

　クラブ協議会の日程（６月１７日、２４日）を本日

対象者に配付。役員委員長反省会兼慰労会・親睦

活動委員感謝会を６月２４日に開催。対象者に

本日案内を配付。ご出席を是非お願いします。

　地区大会の報告書をお持ちでない方はお帰り

の際にお持ち帰り頂きたいと思います。

　次回例会は６月３日。役員理事の方は今年度

最後の第１３回理事会にご出席をお願いします。

【委員会報告】

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　伊澤君

　次年度第１回役員理事会開催のお知らせを本

日配付しました。ご確認をお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　　矢島（高）君

　６月３日（水）１８時より「蓬莱」にて入会３年未

満の会員９名との炉辺会談を開催します。時間

等の確認よろしくお願いします。配付資料は当

日までに全て目を通して頂き、質問等ありまし

たら当日承ります。よろしくお願い致します。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　　鈴木（勝）君

　１６・１７日「親睦家族旅行」は７時２０分に飯能

駅南口集合です。予報では良い天気で２３～２５

℃位。楽しい旅行になればと思います。

◎環境保全委員会　　　　　　　　　　鳥居君

　４月２８日、会長幹事と私で飯能市役所での寄

付金贈呈式に出席して参りました。環境学習に

役立てて頂くということで１０万円を新井市長

にお渡ししました。今年は小学校の環境学習用

品の購入に充てられるとのこと。今年は「飯能

新緑ツーデーマーチ」が中止となりましたので

当委員会としての事業は以上の報告を以って終

了となります。１年間有難うございました。

◎飯能ＲＣグリーン会　　　　　　　小谷野君

　幹事の小谷野です。当会のゴルフコンペのご

案内を配付しました。６月２８日（日）飯能グリーン

ＣＣ。懇親会「旬彩香」。６月１０日（水）までの申し込

みですが早目のご回答をお願いします。

【出席報告】無届欠席０　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

５／１（行田さくら）中里（忠）君

【ロータリーの友】　　　　　 吉田（茂）雑誌委員

５月号、横組Ｐ１６「日本初！ロータリー国際

共同委員会（ＩＣＣ）誕生」日本では初めてですが

ＲＩではすでに確立された仕組みだそうです。

Ｐ２２「坂口ガバナーを偲んで」。Ｐ３７、２０２７年

ＲＩ国際大会の開催地がバルセロナに変更。日

程は２７年６月２６～３０日です。縦組Ｐ２、

「忠犬ハチ公」の飼い主は農業土木学の創始者・

上野英三郎博士です。ご一読されるとよろしい

かと思います。

【結婚・誕生日祝】　　　　 小﨑親睦活動委員

◎入会記念日おめでとう

　吉田（武）君、服部君

◎結婚記念日おめでとう

　福島君、加藤君、町田君、大崎君、森田君

◎会員誕生日おめでとう

　吉野君、吉田（行）君、服部君、鈴木（勝）君

◎夫人誕生日おめでとう

　大津夫人、望月夫人、土屋夫人、沢辺夫人、

　井上夫人、吉田（行）夫人

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ＭＵ初めてさせて頂きました。よろしくお願

　い致します。（所沢東）副会長　新倉良之様

・神谷先生、本日は卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　　　　　　川口君、服部君

・会員誕生日：沢辺君、吉田（行）君、服部君、

　鈴木（勝）君、吉野君

・夫人誕生日：沢辺君、吉田（行）君、土屋君、

　井上君、望月君

・入会記念日：服部君

・髙橋様、大河内様、新倉様、ようこそ。　服部君

・結婚記念日：大﨑君、福島君、加藤君、森田君

　町田君

・無断欠席、失礼しました。　　　　　前島君

本日計７７，０００円、累計額１，０１３，４４６円。

◎３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

※ビジターの会員の皆さん退出

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　川口青少年奉仕委員長

　地理歴史科教員として３０年、所沢高校に赴

任されて１０年目。渉外ではＰＴＡ活動や同窓会

を担当。部活動は「インターアクト同好会」のほ

か「陸上部」を担当されています。「自主自立・十人

十色」をモットーに、自由な校風の所沢高校で高

校生が自由に活動できる場としてインターアク

ト同好会を立ち上げ、今年度の新入生で９代目

となるそうです。スポンサークラブ（提唱クラブ）

の所沢東ＲＣの活動のお手伝いだけでなく、地

域からの要請を受けた活動、生徒自らが立ち上

げた活動なども行っているということです。

　今回、川口さんからイ

ンターアクト同好会の活

動についてお話頂けない

かとのことでしたので喜

んで引き受けさせて頂き

ました。高校では「同好

会」と呼んでいますが外

では「インターアクトク

ラブ」になるわけです。

　簡単に自己紹介します。所沢に住んで２５年

位、元々は越谷市出身です。子どもの頃はよく飯

能に釣りをしに来ていました。越谷の方は田ん

ぼとか雑木林ばかりで、清流みたいなものが無

かったので、昔から飯能には憧れがありました。

所沢高校の前は川越西高校に１３年居たのです

が、所沢から飯能を経由して電車で通ったりも

しておりました。

　私の教育理念は「自分の人生を主体的に生き

る生徒」ということで、それは変わらずにずっ

ともっています。自分で考えて自分で決断して

自分で行動する。そういう生徒を育てなければ

とずっと思ってきて、今、所沢高校で校風が私

の考えと合っていることもあり、すごく楽しく

やらせて頂いております。

　川越西高校に居た時に東日本大震災があって

「ボランティアに行きたい」という生徒が居たの

です。女子生徒でした。「何でオレに言うの？」と

いう感じでしたが結局行くことになり、２０１１

年６月、南三陸町の歌津地区に一番最初に行き

ました。それから何度も行くことになり、これは

７月、そして２０１３年と、毎年のように、あるい

は毎年何回も行っていました。

『うたごころ』という、高校生が主人公のドキュ

メンタリー映画があるのですが、川越西高校の

そばに住んでいらっしゃる方で南三陸や気仙沼

にボランティアに行かれていた方が、その映画

の上映会を川越でやりたいとのことでＲＣに相

談されて、高校生の映画だったので高校生も絡

めたいというので高校にも話が来たのです。川

越中央ＲＣの夜間の例会か何かに招かれてご馳

走になり、夜もバーに連れて行って頂いて飲め

飲めということで、「すごいところに来ちゃった

な」という感じでした。

　今後も是非地域と繋がって高校生もやろうよ

と言われたのですが、私の転勤がそろそろとい

う時期でもあったので、来年居ないと申し訳な

いなと思ってあまり積極的にできなかったので

す。ただ、川越西高校の生徒は美容師や看護師、

保育士とかになる子が多くて、地元に残ってい

るのですね。学校は東京に行ったりするのです

が川越に戻って来ていて、同窓会をやると３０

人位集まって、皆近くに居る感じでした。

　気づいたのは、地域を支えているのは実はそ

ういう高校生だったりして、これは早いうちに

魅力ある大人と繋げた方がその子達のためにも

なるなというふうに思いました。

　川越からいつ異動するか分からなかったので

踏み出せなかったのですが、次の年に転勤して

今の所沢高校に赴任したというわけです。

　そこにちょうど卒業生のロータリアンの方が

来て、「インターアクトクラブ創らない？」とい

うので、「そんなのあるんですか？」というとこ

ろから始まりました。

　インターアクトクラブの認証状伝達式の写真

です。真ん中の女生徒が初代会長の中島さん。

男子のラグビー大会か何かを見ている時、応援

しながらたまたま「こんな話が来てるんだけ

ど」と話すと「そういうのやりたいです」という

返事で、「何やりたいの」と言ったら「炊き出しを

やりたい」ということでした。

　当時川越ＲＣの坂口さんです。昨年急逝され

ましたが、とてもお世話になりました。青少年の

担当だったのだろうと思いますが川越に行って

お話を伺いました。川越プリンスホテルの上の

階に高校生を連れて行き、ラウンジでコーヒー、

ケーキをご馳走になって、「君達みたいな子に是

非やってもらいたい」と背中を押して頂きました。

初代の中島会長が奮闘して、認証を受け、スター

トしたわけです。「やりたいことやっていいよ」

と言ったら、初年度は「おすもうさんとゴミ拾い

してきました」とか、川越の老人ホームだった

と思いますが「自分達でお願いに行ってクリス

マスパーティのお手伝いをしてきました」とか

すごいパワーのある子達でした。

　少し堅い話ですが、「何かしたい」という思いが

特に所沢高校の生徒にはありまして、それを実

際に行動に移せる場所があったらいいなと私は

思っていました。ＲＣからは青少年の育成とい

うことでお話がありましたし、それがミッショ

ンの一つでもあるとのことで、経済的・人的な支

援も頂けるというので、これはすごく可能性が

あるのではないかと私自身は思っていました。

でも一番大事だったのは「生徒のやる気」だっ

たのですが、その生徒がやりたいということで

スタートできました。

　具体的にやっていることは、まずは今月２４日

にも所沢であるのですが柳瀬川の清掃活動です。

卒業生でロータリアンの方が会長をされている

会（「柳瀬川をきれいにする会」）がありまして、

「こんなのあるから来ないか」と誘われました。

宮崎駿さんが始めた活動なのですが、もう３０年

続いていて、参加させて頂くと川にザブザブ入る

のです。そうするとやはり楽しいので毎年１０人

程の生徒が参加して続いています。

 あとは、所沢ですので「トトロの森」の保全活動。

下草刈りなどをずっとやっていたのですが実は

最近やっていないです。ちょっとなかなかハー

ドで、楽しさがないと続かないなと思っていま

す。でも、田んぼの活動等はやっております。

　あとは、地域の、これもロータリアンの皆さん

のお手伝いという形ですが、「ところざわまつり」

での綿菓子販売。これも楽しいので続いています。

子ども達と触れ合うのは高校生は本当に上手で

すし、子ども達にとってもいいということで続

いています。

　フードドライブは所沢高校の卒業生の方から

お話を頂きました。「やる？」と聞いたら「やりま

す」と言うのでお手伝いに行ったりしています。

　今、拡がっているのは児童館です。児童館や学

童の支援に若い力が欲しいというので、もう私

の手を全然離れてやっています。元々私は手を

掛けていないのですが、生徒達が話を頂いて自

分達で行っています。児童館の方々に聞くと高

校生が自分達で企画してどんどんやってもらっ

た方がいいということで、そういう形になって

います。言われたことをやるのではなくて自分

達で主体的にやっているようです。

　能登に行ってきました。地震と豪雨があって

その直後、２０２４年１１月１４日「県民の日」に、イ

ンターアクトの子を中心にほかの子も入ってい

たり、地域の方や卒業生ＯＢにも声を掛けて、

団長になってもらったりして行ってきました。

ＲＣの方には一番はお金を出してもらいました。

子ども達が募金ＢＯＸを持って例会に行き、

「こういうことで行ってきますので是非カンパ

をお願いします」と言うと皆さん入れてくださ

るのですね。そういった形で支援して頂く。

「こういうプロジェクトがやりたい」というので

あれば自分達がプレゼンしてＲＣがその場を与

えてくださるので、そこで話が進んでいくとい

うような感じで、とても素晴らしい教育効果を

生んでいるなと思っています。

　これはまさにＲＣの方達のお力を得ながら能

登の仮設住宅に去年の夏に行った時の動画で

す。奥に武藤さんというロータリアンの方がい

らっしゃるのですが、ＲＣの方も一緒でした。や

はり大人がついているのが学校としてはすごく

有難いです。僕だけで行くわけにもいきません

し、学校として行くとなると校長からストップ

がかかりますので、「ＲＣの皆さんが行くという

ので生徒達も行くらしいです。僕もちょっとつ

いて行きます」と、そんな感じで活動させて頂い

ています。

　でも、高校生にとっては成長の場でもあり、楽

しいですし、能登の方も若い人が来てくれると

いうだけで本当に喜んでくれました。仮設住宅

の方々に公民館に集まってもらって、高校生と

ただ単に雑談するという活動もしました。これ

が生徒達にとってはたまらなく楽しいみたいで

そういうことを面白がる大人の方々と出会える

ことが何よりも教育的な効果があるなと思って

います。

　私のことになりますが、最初、生徒を地域に出

すことにはちょっとためらいがなかったと言え

ば嘘になります。今、バス事故とかニュースに

なっていますが、「何かあったらどうするんだ」

「誰が責任を取るんだ」「だからダメだ」という方

向になっていて、やりたい活動をやれるチャン

スなのにやれない感じでしたので、「責任取りま

す。辞めます」と言いました。僕が辞めたところ

で責任は取れないのですが、でもそのつもりで

やったところ何も起こらないのです。地域の

方々からは本当に喜ばれ感謝される。そして、

「是非次も来て」とか、あるいは口づてで「ここ

もやってよ」という形で、今、非常にいろんな

活動が拡がっています。

　高校生の力を必要とする地域の方というのは

たくさん居るんだなというのは分かったのです

が、高校、中学校もそうですけど、学校って敷

居が高いのです。学校の先生も外に出ていかな

いので、何かもったいないなというふうに思っ

ています。

　教育のため、若者のためにひと肌脱ぐよ、とい

う方がこんなにいっぱいいらっしゃるのです。

たぶんここにいらっしゃる皆さんもそうなのだ

と思うのですが、そのことに改めて私も気づか

されました。

　あとはフラットなマインドですね。「高校生だ

から〇〇」というのではなく、フラットに接して

くれる方がたくさんいらっしゃる。

　あとは、窓口になる教員と、外で繋ぐ方が居れ

ば、これはそんなに難しいことではないのでは

ないかと考えております。地域社会としては、

若者が居るというだけでたぶん価値があるんだ

ろうなと思います。活気が出ますし。

　高校生としては、教室の中では学べない、生き

た経験が得られるということと、ロータリアン

の方々って経営されている方が多いかなと思っ

ていますが、そういう方達と出会う機会って高

校生はほとんど無いんですね。大学や大学院も

同様で、社会人になった時に初めて「会社とは」

「経営とは」というふうになりがちで、もっと早

くに知っていればということはたくさんあるな

と感じています。ロールモデルとしてお手本に

なる皆さんと出会えるということ。そして、自

分が何かやりたいなと思った時にそれをやって

みる、チャレンジできる場としてインターアク

トクラブというのはあるのではないか、価値が

あるのではないかと思っております。

　最後になりますが、「総合的な探究の時間」と

いうのがありまして、正式に２０２２年から高校

に導入され、いろんなことを体験して、経験の中

で学ぼうという学習がスタートしています。学

校現場で困っているのは、働き方改革とかいろ

いろあるのですが、外にツテが無いことなので

すね。外にどんどん出したい、経験させたいと

いうニーズはあるのですが、繋ぐ人があまり居

ない、繋ぐきっかけが無いというのがあるので

す。高校生は外に出るといろんな面で成長しま

すので、そういう場をつくって頂けると有難い

のかなというふうに思っています。

　たまたま今、飯能高校には知り合いの先生が

すごく多いのですが、飯能高校には「探究部」と

いうのがあります。これが発展して、「インター

アクトクラブと同じじゃないか」と思ったので

すが、顧問の先生が所沢高校の卒業生で、今も

いらっしゃると思います。

　最初は私達もそうでしたが、ＲＣがやってい

るイベントに「お手伝いに行く」というのが一番

いいのかなと思います。そこで皆さんと接点が

できると進んでいけると思います。顔を合わせ

て直接お会いしないと分からないというのはあ

ります。私もこういうところにいろいろ出させ

て頂いて、いろんな皆様とお会いできたことで

自分の人生の幅が広がったなと実感していま

す。是非そういう機会を提供して頂けると飯能

の高校生にとっても未来がすごく開けるのでは

ないかなというふうに思っております。

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率

埼玉県立所沢高等学校
インターアクト同好会の活動

埼玉県立所沢高等学校 インターアクト同好会

顧問 神谷一彦様



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・四つのテスト斉唱　平沼（庸）職業奉仕委員

・ビジター（所沢西）髙橋和男様

　　　　　（入間南）大河内隆敞（りゅうしょう）様

　　　　　（所沢東）新倉良之様

・卓　話　神谷一彦様

◎（所沢西ＲＣ）髙橋和男様ご挨拶

　ガバナー補佐として最後

にＭＵ出席させて頂きまし

た。力のない私がどれだけ

お役に立てたか甚だ疑問で

はございますが、皆様にお

支え頂いて何とか１年間務

め上げることができまし

た。同様のご支援を大河内

エレクトにも賜れれば大変

有難いと思います。次年度

はグループが東西に分かれ

ますが、長年培った第３グ

ループの一体感を大切に、

たまには東西で交流を図っ

てクラブ活性化と魅力ある

強いクラブづくりに繋げて

頂ければ幸いです。１年間

有難うございました。

◎（入間南ＲＣ）大河内隆敞様ご挨拶

　年齢は６８歳です。１年間お世話になりま

す。どうぞよろしくお願い致します。

【会長報告】

　神谷先生、第３グループの髙橋ガバナー補

佐、次年度ガバナー補佐の大河内様、所沢東ＲＣ

の新倉様、お越し頂き有難うございます。

　今月のＲＩレートは１ドル１６０円です。先月

２８日、鳥居委員長、幹事と私で市の環境学習教

育に対する寄付の贈呈式に行って参りました。

５月１０日、行田さくらＲＣ創立５０周年記念式典は

地区大会並みの素晴らしい式典で驚きました。

　１６・１７日は総勢５４名で大型バス、マイクロ

バスの２台で楽しい熱海への親睦旅行を実施し

ます。多くのご参加を有難うございます。親睦

活動委員会の皆様にはお世話になりますがどう

ぞよろしくお願い致します。

【幹事報告】

　本日理事会で２名の方の入会が承認、皆様に

ご通知しました。異議のある方は理由を明記し

た書面を７日以内に会長にご提出ください。

　５～１０月はクールビズ期間です。５月はノー

ネクタイ、ジャケット着用。６～９月はノーネク

タイ、ノージャケット。１０月はノーネクタイ、

ジャケット着用。ＭＵ等、他のクラブを訪問する

際はネクタイ、ジャケット着用でお願いします。

「青森県東方沖地震」への支援金として当クラ

ブから３万円を送金します。

　クラブ協議会の日程（６月１７日、２４日）を本日

対象者に配付。役員委員長反省会兼慰労会・親睦

活動委員感謝会を６月２４日に開催。対象者に

本日案内を配付。ご出席を是非お願いします。

　地区大会の報告書をお持ちでない方はお帰り

の際にお持ち帰り頂きたいと思います。

　次回例会は６月３日。役員理事の方は今年度

最後の第１３回理事会にご出席をお願いします。

【委員会報告】

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　伊澤君

　次年度第１回役員理事会開催のお知らせを本

日配付しました。ご確認をお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　　矢島（高）君

　６月３日（水）１８時より「蓬莱」にて入会３年未

満の会員９名との炉辺会談を開催します。時間

等の確認よろしくお願いします。配付資料は当

日までに全て目を通して頂き、質問等ありまし

たら当日承ります。よろしくお願い致します。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　　鈴木（勝）君

　１６・１７日「親睦家族旅行」は７時２０分に飯能

駅南口集合です。予報では良い天気で２３～２５

℃位。楽しい旅行になればと思います。

◎環境保全委員会　　　　　　　　　　鳥居君

　４月２８日、会長幹事と私で飯能市役所での寄

付金贈呈式に出席して参りました。環境学習に

役立てて頂くということで１０万円を新井市長

にお渡ししました。今年は小学校の環境学習用

品の購入に充てられるとのこと。今年は「飯能

新緑ツーデーマーチ」が中止となりましたので

当委員会としての事業は以上の報告を以って終

了となります。１年間有難うございました。

◎飯能ＲＣグリーン会　　　　　　　小谷野君

　幹事の小谷野です。当会のゴルフコンペのご

案内を配付しました。６月２８日（日）飯能グリーン

ＣＣ。懇親会「旬彩香」。６月１０日（水）までの申し込

みですが早目のご回答をお願いします。

【出席報告】無届欠席０　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

５／１（行田さくら）中里（忠）君

【ロータリーの友】　　　　　 吉田（茂）雑誌委員

５月号、横組Ｐ１６「日本初！ロータリー国際

共同委員会（ＩＣＣ）誕生」日本では初めてですが

ＲＩではすでに確立された仕組みだそうです。

Ｐ２２「坂口ガバナーを偲んで」。Ｐ３７、２０２７年

ＲＩ国際大会の開催地がバルセロナに変更。日

程は２７年６月２６～３０日です。縦組Ｐ２、

「忠犬ハチ公」の飼い主は農業土木学の創始者・

上野英三郎博士です。ご一読されるとよろしい

かと思います。

【結婚・誕生日祝】　　　　 小﨑親睦活動委員

◎入会記念日おめでとう

　吉田（武）君、服部君

◎結婚記念日おめでとう

　福島君、加藤君、町田君、大崎君、森田君

◎会員誕生日おめでとう

　吉野君、吉田（行）君、服部君、鈴木（勝）君

◎夫人誕生日おめでとう

　大津夫人、望月夫人、土屋夫人、沢辺夫人、

　井上夫人、吉田（行）夫人

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ＭＵ初めてさせて頂きました。よろしくお願

　い致します。（所沢東）副会長　新倉良之様

・神谷先生、本日は卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　　　　　　川口君、服部君

・会員誕生日：沢辺君、吉田（行）君、服部君、

　鈴木（勝）君、吉野君

・夫人誕生日：沢辺君、吉田（行）君、土屋君、

　井上君、望月君

・入会記念日：服部君

・髙橋様、大河内様、新倉様、ようこそ。　服部君

・結婚記念日：大﨑君、福島君、加藤君、森田君

　町田君

・無断欠席、失礼しました。　　　　　前島君

本日計７７，０００円、累計額１，０１３，４４６円。

◎３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

※ビジターの会員の皆さん退出

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　川口青少年奉仕委員長

　地理歴史科教員として３０年、所沢高校に赴

任されて１０年目。渉外ではＰＴＡ活動や同窓会

を担当。部活動は「インターアクト同好会」のほ

か「陸上部」を担当されています。「自主自立・十人

十色」をモットーに、自由な校風の所沢高校で高

校生が自由に活動できる場としてインターアク

ト同好会を立ち上げ、今年度の新入生で９代目

となるそうです。スポンサークラブ（提唱クラブ）

の所沢東ＲＣの活動のお手伝いだけでなく、地

域からの要請を受けた活動、生徒自らが立ち上

げた活動なども行っているということです。

　今回、川口さんからイ

ンターアクト同好会の活

動についてお話頂けない

かとのことでしたので喜

んで引き受けさせて頂き

ました。高校では「同好

会」と呼んでいますが外

では「インターアクトク

ラブ」になるわけです。

　簡単に自己紹介します。所沢に住んで２５年

位、元々は越谷市出身です。子どもの頃はよく飯

能に釣りをしに来ていました。越谷の方は田ん

ぼとか雑木林ばかりで、清流みたいなものが無

かったので、昔から飯能には憧れがありました。

所沢高校の前は川越西高校に１３年居たのです

が、所沢から飯能を経由して電車で通ったりも

しておりました。

　私の教育理念は「自分の人生を主体的に生き

る生徒」ということで、それは変わらずにずっ

ともっています。自分で考えて自分で決断して

自分で行動する。そういう生徒を育てなければ

とずっと思ってきて、今、所沢高校で校風が私

の考えと合っていることもあり、すごく楽しく

やらせて頂いております。

　川越西高校に居た時に東日本大震災があって

「ボランティアに行きたい」という生徒が居たの

です。女子生徒でした。「何でオレに言うの？」と

いう感じでしたが結局行くことになり、２０１１

年６月、南三陸町の歌津地区に一番最初に行き

ました。それから何度も行くことになり、これは

７月、そして２０１３年と、毎年のように、あるい

は毎年何回も行っていました。

『うたごころ』という、高校生が主人公のドキュ

メンタリー映画があるのですが、川越西高校の

そばに住んでいらっしゃる方で南三陸や気仙沼

にボランティアに行かれていた方が、その映画

の上映会を川越でやりたいとのことでＲＣに相

談されて、高校生の映画だったので高校生も絡

めたいというので高校にも話が来たのです。川

越中央ＲＣの夜間の例会か何かに招かれてご馳

走になり、夜もバーに連れて行って頂いて飲め

飲めということで、「すごいところに来ちゃった

な」という感じでした。

　今後も是非地域と繋がって高校生もやろうよ

と言われたのですが、私の転勤がそろそろとい

う時期でもあったので、来年居ないと申し訳な

いなと思ってあまり積極的にできなかったので

す。ただ、川越西高校の生徒は美容師や看護師、

保育士とかになる子が多くて、地元に残ってい

るのですね。学校は東京に行ったりするのです

が川越に戻って来ていて、同窓会をやると３０

人位集まって、皆近くに居る感じでした。

　気づいたのは、地域を支えているのは実はそ

ういう高校生だったりして、これは早いうちに

魅力ある大人と繋げた方がその子達のためにも

なるなというふうに思いました。

　川越からいつ異動するか分からなかったので

踏み出せなかったのですが、次の年に転勤して

今の所沢高校に赴任したというわけです。

　そこにちょうど卒業生のロータリアンの方が

来て、「インターアクトクラブ創らない？」とい

うので、「そんなのあるんですか？」というとこ

ろから始まりました。

　インターアクトクラブの認証状伝達式の写真

です。真ん中の女生徒が初代会長の中島さん。

男子のラグビー大会か何かを見ている時、応援

しながらたまたま「こんな話が来てるんだけ

ど」と話すと「そういうのやりたいです」という

返事で、「何やりたいの」と言ったら「炊き出しを

やりたい」ということでした。

　当時川越ＲＣの坂口さんです。昨年急逝され

ましたが、とてもお世話になりました。青少年の

担当だったのだろうと思いますが川越に行って

お話を伺いました。川越プリンスホテルの上の

階に高校生を連れて行き、ラウンジでコーヒー、

ケーキをご馳走になって、「君達みたいな子に是

非やってもらいたい」と背中を押して頂きました。

初代の中島会長が奮闘して、認証を受け、スター

トしたわけです。「やりたいことやっていいよ」

と言ったら、初年度は「おすもうさんとゴミ拾い

してきました」とか、川越の老人ホームだった

と思いますが「自分達でお願いに行ってクリス

マスパーティのお手伝いをしてきました」とか

すごいパワーのある子達でした。

　少し堅い話ですが、「何かしたい」という思いが

特に所沢高校の生徒にはありまして、それを実

際に行動に移せる場所があったらいいなと私は

思っていました。ＲＣからは青少年の育成とい

うことでお話がありましたし、それがミッショ

ンの一つでもあるとのことで、経済的・人的な支

援も頂けるというので、これはすごく可能性が

あるのではないかと私自身は思っていました。

でも一番大事だったのは「生徒のやる気」だっ

たのですが、その生徒がやりたいということで

スタートできました。

　具体的にやっていることは、まずは今月２４日

にも所沢であるのですが柳瀬川の清掃活動です。

卒業生でロータリアンの方が会長をされている

会（「柳瀬川をきれいにする会」）がありまして、

「こんなのあるから来ないか」と誘われました。

宮崎駿さんが始めた活動なのですが、もう３０年

続いていて、参加させて頂くと川にザブザブ入る

のです。そうするとやはり楽しいので毎年１０人

程の生徒が参加して続いています。

 あとは、所沢ですので「トトロの森」の保全活動。

下草刈りなどをずっとやっていたのですが実は

最近やっていないです。ちょっとなかなかハー

ドで、楽しさがないと続かないなと思っていま

す。でも、田んぼの活動等はやっております。

　あとは、地域の、これもロータリアンの皆さん

のお手伝いという形ですが、「ところざわまつり」

での綿菓子販売。これも楽しいので続いています。

子ども達と触れ合うのは高校生は本当に上手で

すし、子ども達にとってもいいということで続

いています。

　フードドライブは所沢高校の卒業生の方から

お話を頂きました。「やる？」と聞いたら「やりま

す」と言うのでお手伝いに行ったりしています。

　今、拡がっているのは児童館です。児童館や学

童の支援に若い力が欲しいというので、もう私

の手を全然離れてやっています。元々私は手を

掛けていないのですが、生徒達が話を頂いて自

分達で行っています。児童館の方々に聞くと高

校生が自分達で企画してどんどんやってもらっ

た方がいいということで、そういう形になって

います。言われたことをやるのではなくて自分

達で主体的にやっているようです。

　能登に行ってきました。地震と豪雨があって

その直後、２０２４年１１月１４日「県民の日」に、イ

ンターアクトの子を中心にほかの子も入ってい

たり、地域の方や卒業生ＯＢにも声を掛けて、

団長になってもらったりして行ってきました。

ＲＣの方には一番はお金を出してもらいました。

子ども達が募金ＢＯＸを持って例会に行き、

「こういうことで行ってきますので是非カンパ

をお願いします」と言うと皆さん入れてくださ

るのですね。そういった形で支援して頂く。

「こういうプロジェクトがやりたい」というので

あれば自分達がプレゼンしてＲＣがその場を与

えてくださるので、そこで話が進んでいくとい

うような感じで、とても素晴らしい教育効果を

生んでいるなと思っています。

　これはまさにＲＣの方達のお力を得ながら能

登の仮設住宅に去年の夏に行った時の動画で

す。奥に武藤さんというロータリアンの方がい

らっしゃるのですが、ＲＣの方も一緒でした。や

はり大人がついているのが学校としてはすごく

有難いです。僕だけで行くわけにもいきません

し、学校として行くとなると校長からストップ

がかかりますので、「ＲＣの皆さんが行くという

ので生徒達も行くらしいです。僕もちょっとつ

いて行きます」と、そんな感じで活動させて頂い

ています。

　でも、高校生にとっては成長の場でもあり、楽

しいですし、能登の方も若い人が来てくれると

いうだけで本当に喜んでくれました。仮設住宅

の方々に公民館に集まってもらって、高校生と

ただ単に雑談するという活動もしました。これ

が生徒達にとってはたまらなく楽しいみたいで

そういうことを面白がる大人の方々と出会える

ことが何よりも教育的な効果があるなと思って

います。

　私のことになりますが、最初、生徒を地域に出

すことにはちょっとためらいがなかったと言え

ば嘘になります。今、バス事故とかニュースに

なっていますが、「何かあったらどうするんだ」

「誰が責任を取るんだ」「だからダメだ」という方

向になっていて、やりたい活動をやれるチャン

スなのにやれない感じでしたので、「責任取りま

す。辞めます」と言いました。僕が辞めたところ

で責任は取れないのですが、でもそのつもりで

やったところ何も起こらないのです。地域の

方々からは本当に喜ばれ感謝される。そして、

「是非次も来て」とか、あるいは口づてで「ここ

もやってよ」という形で、今、非常にいろんな

活動が拡がっています。

　高校生の力を必要とする地域の方というのは

たくさん居るんだなというのは分かったのです

が、高校、中学校もそうですけど、学校って敷

居が高いのです。学校の先生も外に出ていかな

いので、何かもったいないなというふうに思っ

ています。

　教育のため、若者のためにひと肌脱ぐよ、とい

う方がこんなにいっぱいいらっしゃるのです。

たぶんここにいらっしゃる皆さんもそうなのだ

と思うのですが、そのことに改めて私も気づか

されました。

　あとはフラットなマインドですね。「高校生だ

から〇〇」というのではなく、フラットに接して

くれる方がたくさんいらっしゃる。

　あとは、窓口になる教員と、外で繋ぐ方が居れ

ば、これはそんなに難しいことではないのでは

ないかと考えております。地域社会としては、

若者が居るというだけでたぶん価値があるんだ

ろうなと思います。活気が出ますし。

　高校生としては、教室の中では学べない、生き

た経験が得られるということと、ロータリアン

の方々って経営されている方が多いかなと思っ

ていますが、そういう方達と出会う機会って高

校生はほとんど無いんですね。大学や大学院も

同様で、社会人になった時に初めて「会社とは」

「経営とは」というふうになりがちで、もっと早

くに知っていればということはたくさんあるな

と感じています。ロールモデルとしてお手本に

なる皆さんと出会えるということ。そして、自

分が何かやりたいなと思った時にそれをやって

みる、チャレンジできる場としてインターアク

トクラブというのはあるのではないか、価値が

あるのではないかと思っております。

　最後になりますが、「総合的な探究の時間」と

いうのがありまして、正式に２０２２年から高校

に導入され、いろんなことを体験して、経験の中

で学ぼうという学習がスタートしています。学

校現場で困っているのは、働き方改革とかいろ

いろあるのですが、外にツテが無いことなので

すね。外にどんどん出したい、経験させたいと

いうニーズはあるのですが、繋ぐ人があまり居

ない、繋ぐきっかけが無いというのがあるので

す。高校生は外に出るといろんな面で成長しま

すので、そういう場をつくって頂けると有難い

のかなというふうに思っています。

　たまたま今、飯能高校には知り合いの先生が

すごく多いのですが、飯能高校には「探究部」と

いうのがあります。これが発展して、「インター

アクトクラブと同じじゃないか」と思ったので

すが、顧問の先生が所沢高校の卒業生で、今も

いらっしゃると思います。

　最初は私達もそうでしたが、ＲＣがやってい

るイベントに「お手伝いに行く」というのが一番

いいのかなと思います。そこで皆さんと接点が

できると進んでいけると思います。顔を合わせ

て直接お会いしないと分からないというのはあ

ります。私もこういうところにいろいろ出させ

て頂いて、いろんな皆様とお会いできたことで

自分の人生の幅が広がったなと実感していま

す。是非そういう機会を提供して頂けると飯能

の高校生にとっても未来がすごく開けるのでは

ないかなというふうに思っております。



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・四つのテスト斉唱　平沼（庸）職業奉仕委員

・ビジター（所沢西）髙橋和男様

　　　　　（入間南）大河内隆敞（りゅうしょう）様

　　　　　（所沢東）新倉良之様

・卓　話　神谷一彦様

◎（所沢西ＲＣ）髙橋和男様ご挨拶

　ガバナー補佐として最後

にＭＵ出席させて頂きまし

た。力のない私がどれだけ

お役に立てたか甚だ疑問で

はございますが、皆様にお

支え頂いて何とか１年間務

め上げることができまし

た。同様のご支援を大河内

エレクトにも賜れれば大変

有難いと思います。次年度

はグループが東西に分かれ

ますが、長年培った第３グ

ループの一体感を大切に、

たまには東西で交流を図っ

てクラブ活性化と魅力ある

強いクラブづくりに繋げて

頂ければ幸いです。１年間

有難うございました。

◎（入間南ＲＣ）大河内隆敞様ご挨拶

　年齢は６８歳です。１年間お世話になりま

す。どうぞよろしくお願い致します。

【会長報告】

　神谷先生、第３グループの髙橋ガバナー補

佐、次年度ガバナー補佐の大河内様、所沢東ＲＣ

の新倉様、お越し頂き有難うございます。

　今月のＲＩレートは１ドル１６０円です。先月

２８日、鳥居委員長、幹事と私で市の環境学習教

育に対する寄付の贈呈式に行って参りました。

５月１０日、行田さくらＲＣ創立５０周年記念式典は

地区大会並みの素晴らしい式典で驚きました。

　１６・１７日は総勢５４名で大型バス、マイクロ

バスの２台で楽しい熱海への親睦旅行を実施し

ます。多くのご参加を有難うございます。親睦

活動委員会の皆様にはお世話になりますがどう

ぞよろしくお願い致します。

【幹事報告】

　本日理事会で２名の方の入会が承認、皆様に

ご通知しました。異議のある方は理由を明記し

た書面を７日以内に会長にご提出ください。

　５～１０月はクールビズ期間です。５月はノー

ネクタイ、ジャケット着用。６～９月はノーネク

タイ、ノージャケット。１０月はノーネクタイ、

ジャケット着用。ＭＵ等、他のクラブを訪問する

際はネクタイ、ジャケット着用でお願いします。

「青森県東方沖地震」への支援金として当クラ

ブから３万円を送金します。

　クラブ協議会の日程（６月１７日、２４日）を本日

対象者に配付。役員委員長反省会兼慰労会・親睦

活動委員感謝会を６月２４日に開催。対象者に

本日案内を配付。ご出席を是非お願いします。

　地区大会の報告書をお持ちでない方はお帰り

の際にお持ち帰り頂きたいと思います。

　次回例会は６月３日。役員理事の方は今年度

最後の第１３回理事会にご出席をお願いします。

【委員会報告】

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　伊澤君

　次年度第１回役員理事会開催のお知らせを本

日配付しました。ご確認をお願い致します。

◎ロータリー情報委員会　　　　　　矢島（高）君

　６月３日（水）１８時より「蓬莱」にて入会３年未

満の会員９名との炉辺会談を開催します。時間

等の確認よろしくお願いします。配付資料は当

日までに全て目を通して頂き、質問等ありまし

たら当日承ります。よろしくお願い致します。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　　鈴木（勝）君

　１６・１７日「親睦家族旅行」は７時２０分に飯能

駅南口集合です。予報では良い天気で２３～２５

℃位。楽しい旅行になればと思います。

◎環境保全委員会　　　　　　　　　　鳥居君

　４月２８日、会長幹事と私で飯能市役所での寄

付金贈呈式に出席して参りました。環境学習に

役立てて頂くということで１０万円を新井市長

にお渡ししました。今年は小学校の環境学習用

品の購入に充てられるとのこと。今年は「飯能

新緑ツーデーマーチ」が中止となりましたので

当委員会としての事業は以上の報告を以って終

了となります。１年間有難うございました。

◎飯能ＲＣグリーン会　　　　　　　小谷野君

　幹事の小谷野です。当会のゴルフコンペのご

案内を配付しました。６月２８日（日）飯能グリーン

ＣＣ。懇親会「旬彩香」。６月１０日（水）までの申し込

みですが早目のご回答をお願いします。

【出席報告】無届欠席０　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

５／１（行田さくら）中里（忠）君

【ロータリーの友】　　　　　 吉田（茂）雑誌委員

５月号、横組Ｐ１６「日本初！ロータリー国際

共同委員会（ＩＣＣ）誕生」日本では初めてですが

ＲＩではすでに確立された仕組みだそうです。

Ｐ２２「坂口ガバナーを偲んで」。Ｐ３７、２０２７年

ＲＩ国際大会の開催地がバルセロナに変更。日

程は２７年６月２６～３０日です。縦組Ｐ２、

「忠犬ハチ公」の飼い主は農業土木学の創始者・

上野英三郎博士です。ご一読されるとよろしい

かと思います。

【結婚・誕生日祝】　　　　 小﨑親睦活動委員

◎入会記念日おめでとう

　吉田（武）君、服部君

◎結婚記念日おめでとう

　福島君、加藤君、町田君、大崎君、森田君

◎会員誕生日おめでとう

　吉野君、吉田（行）君、服部君、鈴木（勝）君

◎夫人誕生日おめでとう

　大津夫人、望月夫人、土屋夫人、沢辺夫人、

　井上夫人、吉田（行）夫人

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ＭＵ初めてさせて頂きました。よろしくお願

　い致します。（所沢東）副会長　新倉良之様

・神谷先生、本日は卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　　　　　　川口君、服部君

・会員誕生日：沢辺君、吉田（行）君、服部君、

　鈴木（勝）君、吉野君

・夫人誕生日：沢辺君、吉田（行）君、土屋君、

　井上君、望月君

・入会記念日：服部君

・髙橋様、大河内様、新倉様、ようこそ。　服部君

・結婚記念日：大﨑君、福島君、加藤君、森田君

　町田君

・無断欠席、失礼しました。　　　　　前島君

本日計７７，０００円、累計額１，０１３，４４６円。

◎３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

※ビジターの会員の皆さん退出

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　川口青少年奉仕委員長

　地理歴史科教員として３０年、所沢高校に赴

任されて１０年目。渉外ではＰＴＡ活動や同窓会

を担当。部活動は「インターアクト同好会」のほ

か「陸上部」を担当されています。「自主自立・十人

十色」をモットーに、自由な校風の所沢高校で高

校生が自由に活動できる場としてインターアク

ト同好会を立ち上げ、今年度の新入生で９代目

となるそうです。スポンサークラブ（提唱クラブ）

の所沢東ＲＣの活動のお手伝いだけでなく、地

域からの要請を受けた活動、生徒自らが立ち上

げた活動なども行っているということです。

　今回、川口さんからイ

ンターアクト同好会の活

動についてお話頂けない

かとのことでしたので喜

んで引き受けさせて頂き

ました。高校では「同好

会」と呼んでいますが外

では「インターアクトク

ラブ」になるわけです。

　簡単に自己紹介します。所沢に住んで２５年

位、元々は越谷市出身です。子どもの頃はよく飯

能に釣りをしに来ていました。越谷の方は田ん

ぼとか雑木林ばかりで、清流みたいなものが無

かったので、昔から飯能には憧れがありました。

所沢高校の前は川越西高校に１３年居たのです

が、所沢から飯能を経由して電車で通ったりも

しておりました。

　私の教育理念は「自分の人生を主体的に生き

る生徒」ということで、それは変わらずにずっ

ともっています。自分で考えて自分で決断して

自分で行動する。そういう生徒を育てなければ

とずっと思ってきて、今、所沢高校で校風が私

の考えと合っていることもあり、すごく楽しく

やらせて頂いております。

　川越西高校に居た時に東日本大震災があって

「ボランティアに行きたい」という生徒が居たの

です。女子生徒でした。「何でオレに言うの？」と

いう感じでしたが結局行くことになり、２０１１

年６月、南三陸町の歌津地区に一番最初に行き

ました。それから何度も行くことになり、これは

７月、そして２０１３年と、毎年のように、あるい

は毎年何回も行っていました。

『うたごころ』という、高校生が主人公のドキュ

メンタリー映画があるのですが、川越西高校の

そばに住んでいらっしゃる方で南三陸や気仙沼

にボランティアに行かれていた方が、その映画

の上映会を川越でやりたいとのことでＲＣに相

談されて、高校生の映画だったので高校生も絡

めたいというので高校にも話が来たのです。川

越中央ＲＣの夜間の例会か何かに招かれてご馳

走になり、夜もバーに連れて行って頂いて飲め

飲めということで、「すごいところに来ちゃった

な」という感じでした。

　今後も是非地域と繋がって高校生もやろうよ

と言われたのですが、私の転勤がそろそろとい

う時期でもあったので、来年居ないと申し訳な

いなと思ってあまり積極的にできなかったので

す。ただ、川越西高校の生徒は美容師や看護師、

保育士とかになる子が多くて、地元に残ってい

るのですね。学校は東京に行ったりするのです

が川越に戻って来ていて、同窓会をやると３０

人位集まって、皆近くに居る感じでした。

　気づいたのは、地域を支えているのは実はそ

ういう高校生だったりして、これは早いうちに

魅力ある大人と繋げた方がその子達のためにも

なるなというふうに思いました。

　川越からいつ異動するか分からなかったので

踏み出せなかったのですが、次の年に転勤して

今の所沢高校に赴任したというわけです。

　そこにちょうど卒業生のロータリアンの方が

来て、「インターアクトクラブ創らない？」とい

うので、「そんなのあるんですか？」というとこ

ろから始まりました。

　インターアクトクラブの認証状伝達式の写真

です。真ん中の女生徒が初代会長の中島さん。

男子のラグビー大会か何かを見ている時、応援

しながらたまたま「こんな話が来てるんだけ

ど」と話すと「そういうのやりたいです」という

返事で、「何やりたいの」と言ったら「炊き出しを

やりたい」ということでした。

　当時川越ＲＣの坂口さんです。昨年急逝され

ましたが、とてもお世話になりました。青少年の

担当だったのだろうと思いますが川越に行って

お話を伺いました。川越プリンスホテルの上の

階に高校生を連れて行き、ラウンジでコーヒー、

ケーキをご馳走になって、「君達みたいな子に是

非やってもらいたい」と背中を押して頂きました。

初代の中島会長が奮闘して、認証を受け、スター

トしたわけです。「やりたいことやっていいよ」

と言ったら、初年度は「おすもうさんとゴミ拾い

してきました」とか、川越の老人ホームだった

と思いますが「自分達でお願いに行ってクリス

マスパーティのお手伝いをしてきました」とか

すごいパワーのある子達でした。

　少し堅い話ですが、「何かしたい」という思いが

特に所沢高校の生徒にはありまして、それを実

際に行動に移せる場所があったらいいなと私は

思っていました。ＲＣからは青少年の育成とい

うことでお話がありましたし、それがミッショ

ンの一つでもあるとのことで、経済的・人的な支

援も頂けるというので、これはすごく可能性が

あるのではないかと私自身は思っていました。

でも一番大事だったのは「生徒のやる気」だっ

たのですが、その生徒がやりたいということで

スタートできました。

　具体的にやっていることは、まずは今月２４日

にも所沢であるのですが柳瀬川の清掃活動です。

卒業生でロータリアンの方が会長をされている

会（「柳瀬川をきれいにする会」）がありまして、

「こんなのあるから来ないか」と誘われました。

宮崎駿さんが始めた活動なのですが、もう３０年

続いていて、参加させて頂くと川にザブザブ入る

のです。そうするとやはり楽しいので毎年１０人

程の生徒が参加して続いています。

 あとは、所沢ですので「トトロの森」の保全活動。

下草刈りなどをずっとやっていたのですが実は

最近やっていないです。ちょっとなかなかハー

ドで、楽しさがないと続かないなと思っていま

す。でも、田んぼの活動等はやっております。

　あとは、地域の、これもロータリアンの皆さん

のお手伝いという形ですが、「ところざわまつり」

での綿菓子販売。これも楽しいので続いています。

子ども達と触れ合うのは高校生は本当に上手で

すし、子ども達にとってもいいということで続

いています。

　フードドライブは所沢高校の卒業生の方から

お話を頂きました。「やる？」と聞いたら「やりま

す」と言うのでお手伝いに行ったりしています。

　今、拡がっているのは児童館です。児童館や学

童の支援に若い力が欲しいというので、もう私

の手を全然離れてやっています。元々私は手を

掛けていないのですが、生徒達が話を頂いて自

分達で行っています。児童館の方々に聞くと高

校生が自分達で企画してどんどんやってもらっ

た方がいいということで、そういう形になって

います。言われたことをやるのではなくて自分

達で主体的にやっているようです。

　能登に行ってきました。地震と豪雨があって

その直後、２０２４年１１月１４日「県民の日」に、イ

ンターアクトの子を中心にほかの子も入ってい

たり、地域の方や卒業生ＯＢにも声を掛けて、

団長になってもらったりして行ってきました。

ＲＣの方には一番はお金を出してもらいました。

子ども達が募金ＢＯＸを持って例会に行き、

「こういうことで行ってきますので是非カンパ

をお願いします」と言うと皆さん入れてくださ

るのですね。そういった形で支援して頂く。

「こういうプロジェクトがやりたい」というので

あれば自分達がプレゼンしてＲＣがその場を与

えてくださるので、そこで話が進んでいくとい

うような感じで、とても素晴らしい教育効果を

生んでいるなと思っています。

　これはまさにＲＣの方達のお力を得ながら能

登の仮設住宅に去年の夏に行った時の動画で

す。奥に武藤さんというロータリアンの方がい

らっしゃるのですが、ＲＣの方も一緒でした。や

はり大人がついているのが学校としてはすごく

有難いです。僕だけで行くわけにもいきません

し、学校として行くとなると校長からストップ

がかかりますので、「ＲＣの皆さんが行くという

ので生徒達も行くらしいです。僕もちょっとつ

いて行きます」と、そんな感じで活動させて頂い

ています。

　でも、高校生にとっては成長の場でもあり、楽

しいですし、能登の方も若い人が来てくれると

いうだけで本当に喜んでくれました。仮設住宅

の方々に公民館に集まってもらって、高校生と

ただ単に雑談するという活動もしました。これ

が生徒達にとってはたまらなく楽しいみたいで

そういうことを面白がる大人の方々と出会える

ことが何よりも教育的な効果があるなと思って

います。

　私のことになりますが、最初、生徒を地域に出

すことにはちょっとためらいがなかったと言え

ば嘘になります。今、バス事故とかニュースに

なっていますが、「何かあったらどうするんだ」

「誰が責任を取るんだ」「だからダメだ」という方

向になっていて、やりたい活動をやれるチャン

スなのにやれない感じでしたので、「責任取りま

す。辞めます」と言いました。僕が辞めたところ

で責任は取れないのですが、でもそのつもりで

やったところ何も起こらないのです。地域の

方々からは本当に喜ばれ感謝される。そして、

「是非次も来て」とか、あるいは口づてで「ここ

もやってよ」という形で、今、非常にいろんな

活動が拡がっています。

　高校生の力を必要とする地域の方というのは

たくさん居るんだなというのは分かったのです

が、高校、中学校もそうですけど、学校って敷

居が高いのです。学校の先生も外に出ていかな

いので、何かもったいないなというふうに思っ

ています。

　教育のため、若者のためにひと肌脱ぐよ、とい

う方がこんなにいっぱいいらっしゃるのです。

たぶんここにいらっしゃる皆さんもそうなのだ

と思うのですが、そのことに改めて私も気づか

されました。

　あとはフラットなマインドですね。「高校生だ

から〇〇」というのではなく、フラットに接して

くれる方がたくさんいらっしゃる。

　あとは、窓口になる教員と、外で繋ぐ方が居れ

ば、これはそんなに難しいことではないのでは

ないかと考えております。地域社会としては、

若者が居るというだけでたぶん価値があるんだ

ろうなと思います。活気が出ますし。

　高校生としては、教室の中では学べない、生き

た経験が得られるということと、ロータリアン

の方々って経営されている方が多いかなと思っ

ていますが、そういう方達と出会う機会って高

校生はほとんど無いんですね。大学や大学院も

同様で、社会人になった時に初めて「会社とは」

「経営とは」というふうになりがちで、もっと早

くに知っていればということはたくさんあるな

と感じています。ロールモデルとしてお手本に

なる皆さんと出会えるということ。そして、自

分が何かやりたいなと思った時にそれをやって

みる、チャレンジできる場としてインターアク

トクラブというのはあるのではないか、価値が

あるのではないかと思っております。

　最後になりますが、「総合的な探究の時間」と

いうのがありまして、正式に２０２２年から高校

に導入され、いろんなことを体験して、経験の中

で学ぼうという学習がスタートしています。学

校現場で困っているのは、働き方改革とかいろ

いろあるのですが、外にツテが無いことなので

すね。外にどんどん出したい、経験させたいと

いうニーズはあるのですが、繋ぐ人があまり居

ない、繋ぐきっかけが無いというのがあるので

す。高校生は外に出るといろんな面で成長しま

すので、そういう場をつくって頂けると有難い

のかなというふうに思っています。

　たまたま今、飯能高校には知り合いの先生が

すごく多いのですが、飯能高校には「探究部」と

いうのがあります。これが発展して、「インター

アクトクラブと同じじゃないか」と思ったので

すが、顧問の先生が所沢高校の卒業生で、今も

いらっしゃると思います。

　最初は私達もそうでしたが、ＲＣがやってい

るイベントに「お手伝いに行く」というのが一番

いいのかなと思います。そこで皆さんと接点が

できると進んでいけると思います。顔を合わせ

て直接お会いしないと分からないというのはあ

ります。私もこういうところにいろいろ出させ

て頂いて、いろんな皆様とお会いできたことで

自分の人生の幅が広がったなと実感していま

す。是非そういう機会を提供して頂けると飯能

の高校生にとっても未来がすごく開けるのでは

ないかなというふうに思っております。


